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Ⅰ  アンケートの実施方法  

１  調査目的  

 学校の適正配置を検討するにあたり、児童生徒、保護者、教職員の意識を把握

するため。  

２  実施主体  

  北上市立学校適正配置基本計画策定検討委員会  

（事務局：北上市教育委員会総務課）  

３  実施期間  

 令和６年 11 月 12 日 (火 )から 11 月 26 日 (火 )15 時まで  

４  調査対象者及び回答者数  

調査対象者  表記  対 象 者

数 (名 ) 

回 答

者 数

(名 ) 

回答率  

(％ ) 

ア  北上市立小学校に通う６年

生児童 [14校 ] 

児童  
740 673 90.9% 

イ  北上市立中学校に通う３年

生生徒 [９校 ] 

生徒  
791 682 86.2% 

ウ  北上市内高等学校に通う１

年生生徒 [４校 ] 

高校生  
845 620 73.4% 

エ  北上市立小中学校に勤務す

る教職員 [23校 ] 

教職員  
719 460 64.0% 

オ  ア及びイの保護者 [23校 ] 児童保護者・

生徒保護者  
1,531 765 50.0% 

カ  北上市内幼稚園・保育園・認

定こども園に通う未就学児の

保護者 [37園 ]  

未就学児保護

者  2,536 736 29.0% 

合計   
7,162 3,936 55.0% 

５  実施方法  

 Logo フォームを活用したオンライン回答  

 ※  調査依頼・内容は紙面にて各学校及び園を通じて配布  

６  集計方法  

・未就学児保護者については、入学予定の小学校ごとに回答を集計  

・高校１年生については、卒業した小学校・中学校について回答を集計  

・各設問は、回答者の属性もしくは学校規模ごとにクロス集計  

 ・同一内容の設問に対して、回答者の属性ごとに単純集計を行い比較  

 ・自由記述について、ワードクラウドを作成  
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Ⅱ  アンケートの調査結果  

＜本資料の見方＞  

 本資料は、回答者属性別にクロス集計を行っています。資料をご覧になる際は、

下記にご留意ください。  

 

 ・児童、生徒及び教職員は、現在在籍している学級規模で分類  

 ・高校生は、当時在籍していた学級規模で分類  

 ・児童保護者及び生徒保護者は、現在お子様が通う学級規模で分類  

 ・未就学児保護者は、将来お子様が通う学級規模で分類  

 

【例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集
計
一
致 

在籍している学級を表示  

「複式」…複式学級がある学校に通学している小学生  

「小学校１学級」…１学年１学級の学校に通学している小学生  

「小学校２学級」…１学年２学級の学校に通学している小学生  

「小学校３学級」…１学年３学級の学校に通学している小学生  

「小学校４学級」…１学年４学級の学校に通学している小学生  
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１  小学校  

(1) 小学校６年生児童アンケート結果  

 

①あなたは授業を受けていて、クラスの人数について、どのように感じていますか  

 

②授業でわからないことがある時に、先生が教えてくれる時間は充分にあります

か

 

③あなたの学年のクラス数について、どのように感じていますか  
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14

7

23
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41

18

46

161

90

27

1

16

15

9

26

9

1

1

7

15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

33

104

75

35

5

31

119

39

26

10

30

48

28

13

1

10

33

6

7

5

4

7

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

ある どちらかといえばある どちらでもない どちらかといえばない ない

27

38

13

3

21

71

37

7

56

167

81

30

2

2

28

20

18

3

3

4

4

27

11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

回答数  673 【内訳】複式 16,１学級 85、２学級 155、３学級 308、４学級 109 
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④他の学年との交流は多いですか  

 

⑤学校行事の活気はありますか  

 

⑥自由時間の体育館や図書館は混んでいますか  

 

⑦あなたが希望するスポ少や部活はありましたか  
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39
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16
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1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

38

127

75

38

7

43

140

55

30

8

24

31

18

11

1

2

8

5

4

2

2

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

ある どちらかといえばある どちらでもない どちらかといえばない ない

60

58

26

14

1

38

126

68

43

9

11

70

40

21

3

43

16

6

3

11

5

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

混んでいる どちらかといえば混んでいる どちらでもない

どちらかといえば混んでいない 混んでいない

64

193

100

55

10

45

115

55

30

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

希望のスポ少や部活があった 希望のスポ少や部活がなかった
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⑧あなたにとって、学校生活を送る上で大事だと思うものを、次のうちから選んで

ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[児童計 ] 

 

[学校規模別 ] 
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③
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⑨

54

142

52

30

5

46

109

69

29

4

17

59

22

18

5

35

116

62

35

8

24

76

40

21

2

10

29

16

7

1

20

63

37

23

4

14

36

29

11

4

54

142

52

30

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

【選択肢】 

① 校舎・設備などの施設環境  

② 教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③ 学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④ 児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤ タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥ 蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦ 社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧ 地域社会と連携できる環境  

⑨ 安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  
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(2) 高校１年生生徒アンケート結果  

 
 
 
①あなたが卒業した当時の小学校の学級規模について感想を１つお選びください  

 
②個人として挑戦する機会  

 
③集団で挑戦する機会  

 

  

12

72

19

10

1

2

64
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2

3

40

82

73

7

13

34

24

2

10

46

8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった
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5

4

69

65

59

20

2

2

52

67

58

18

1

16

16

9

6

5

2

5

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

15

78

45

58

32

5

1

71

91

79

30

2

1

24

30

26

15

3

6

3

1

1

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

回答数  620 【内訳】複式８ ,１学級 80、２学級 166、３学級 173、４学級 176、

５学級以上 17 
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④意見の合う友人  

 

⑤多様な出会いや取り組み  

 

⑥自分が経験したかったスポ少や委員会  
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⑦先生からの支援や指導  

 

⑧保護者や地域と連携した活動  
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(3) 児童保護者、未就学児保護者のアンケート結果  

 

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

204

380

45

67

54

16

222

45

337

1

331

552

69

84

59

11

343

62

584

7

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

児童保護者 未就学児保護者

回答数  1216 【内訳】児童保護者 480、未就学児保護者 736 

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境    

⑧  地域社会と連携できる環境    

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境    

⑩  その他  

「その他」記述内容  

・教職員のトラブル処理能力（２）  ・距離     ・全て大事    ・課外活動の減  

・居心地の良いコミュニティ     ・友人関係   ・通級指導教室   
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

408

179

182

90

113

105

33

132

10

4

645

230

232

143

184

153

64

214

37

7

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

児童保護者 未就学児保護者

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や

個別指導を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる  

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価

な機材でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行う

ことができる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育

活動が展開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や

地域と連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つ

に編成した学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生

徒が相互に学び合う活動を充実させることができる   

⑩  未回答  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

173

135

56

304

83

52

20

109

64

30

49

93

28

16

240

169

98

460

151

83

47

155

91

33

76

144

61

30

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

保護者 未就学児保護者

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない  

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習

熟度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模

範となる先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じ

る  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる  

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  
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④学校統合等を検討する必要があると考える状況について１つお選びください。

なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。  ※参考：法令で定める標

準規模「１学年あたり２～３学級（１学校あたり 12～ 18 学級）」 ※複式学級：児

童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成した学級  

 

 

 

 

 

【児童保護者】  

 

 

【未就学児保護者】  

 

  

12

61

14

14

16

17

48

16

15

9

16

7

13

10

34

16

4

6

10

11

8

6

55

24

9

22

4

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

27

81

40

22

5

28

99

37

12

2

15

29

13

18

12

50

23

5

5

12

10

14

24

64

33

7

9

29

10

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

【選択肢】  

①現在、複式学級の対象となる学年がある  ②将来、複式学級の対象となる学年がある  

③現在、全ての学年で１学級となる     ④将来、全ての学年で１学級となる  

⑤現在、１学年１学級の学年がある        ⑥将来、１学年１学級があると予想される  

⑦その他  

「その他」記述内容  

・現状人数が多いため検討不要（ 36）  ・わからない（ 19）  ・特にない（ 18）  

・選択肢以外の条件（８）  

  【内訳】教育活動の支障が発生 (２ )、老朽化にあわせて (２ )、複式学級が複数、  

１学級５人以下、入学者数ゼロ、当該学区の市民要望  

・その他意見 (５ )  ・統合してほしくない  
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⑤学校教育を進めるうえで望ましい「１学級あたりの児童生徒数」について１つお

選びください。  ※参考：岩手県の基準「１学級当たり 35 人」  

【児童保護者】  

 

【未就学児保護者】  

 

  

6

2

1

2

9

30

14

14

6

28

98

38

19

6

29

93

31

20

3

3

19

7

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

１学級あたり15人以下 １学級あたり16人から20人 １学級あたり21人から25人

１学級あたり26人から30人 １学級あたり30人以上

5

3

2

1

20

53

25

18

3

51

141

72

33

2

43

147

56

22

1

6

18

10

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

１学級あたり15人以下 １学級あたり16人から20人 １学級あたり21人から25人

１学級あたり26人から30人 １学級あたり30人以上



14 

 

(4) 教職員のアンケート結果  

 

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

155

252

85

54

19

10

61

25

171

3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境    

⑧  地域社会と連携できる環境    

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境    

⑩  その他  

回答数  282 

「その他」記述内容  

・学び合いや体育などの集団活動ができる一学級あたりの児童数  

・全て大事  

・基本的な生活習慣の確立と児童の発達課題への理解と協力が得られる環境  
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

209

91

126

91

93

79

21

64

6

3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる  

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材

でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことが

できる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と

連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成

した学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学

び合う活動を充実させることができる    

⑩  未回答  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

118

77

99

80

36

19

8

97

52

33

24

66

39

4

3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない  

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習熟

度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範

となる先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる  

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  

⑮  未回答  
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④学校教育を進めるうえで最も適切だと考える「１学年あたりの通常学級数」につ

いて、次の中から１つお選びください。  

 

 

 

⑤学校教育を進めるうえでもっとも適切だと考える「１学級あたりの児童生徒数」

について、次の中から１つお選びください。  

 

1

1

12

50

40

32

10

17

64

21

17

5

4

7

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

１学年あたり１学級 １学年あたり２学級 １学年あたり３学級 １学年あたり４学級

4

8

1

1

10

43

24

21

7

15

61

27

24

7

8

14

4

2 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校４学級

小学校３学級

小学校２学級

小学校１学級

複式

１学級あたり15人以下 １学級あたり16人から20人 １学級あたり21人から25人

１学級あたり26人から30人 １学級あたり30人以上
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(5) 回答者別比較  

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

児童 283 257 121 256 163 63 147 94 283

児童保護者 204 380 45 67 54 16 222 45 337

未就学児保護者 331 552 69 84 59 11 343 62 584

教職員 155 252 85 54 19 10 61 25 171

0

100

200

300

400

500

600

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童

児童保護者

未就学児保護者

教職員

【小学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧  地域社会と連携できる環境    

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  

回答数  

回答割合  
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

保護者 408 179 182 90 113 105 33 132 10

未就学児保護者 645 230 232 143 184 153 64 214 37

教職員 209 91 126 91 93 79 21 64 6

0

100

200

300

400

500

600

700

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

未就学児保護者

教職員

【小学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる  

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材

でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことが

できる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と

連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成

した学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学

び合う活動を充実させることができる  

回答数  

回答割合  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

保護者 173 135 56 304 83 52 20 109 64 30 49 93 28 16

未就学児保護者 240 169 98 460 151 83 47 155 91 33 76 144 61 30

教職員 118 77 99 80 36 19 8 97 52 33 24 66 39 4

0

100

200

300

400

500

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

未就学児保護者

教職員

【小学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない  

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習熟

度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範

となる先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる  

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  

回答数  

回答割合  
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④学校統合等を検討する必要があると考える状況について１つお選びください。

なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。  ※参考：法令で定める標

準規模「１学年あたり２～３学級（１学校あたり 12～ 18 学級）」 ※複式学級：児

童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成した学級  

【児童保護者】  

 

 

 

 

 

 

 

⑤学校教育を進めるうえでもっとも適切だと考える「１学級あたりの児童生徒数」

について、次の中から１つお選びください。  

 

  

117

175

292

96

178

274

45

75

120

64

90

154

35

41

76

85

128

213

38

49

87

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童保護者

未就学児保護者

[小学校計 ]

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

11

11

14

22

73

119

105

192

189

299

134

488

176

269

28

445

31

38

1

69

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童保護者

未就学児保護者

小学校教職員

[小学校計 ]

15人以下 16~20人 21~25人 26~30人 30人以上

【選択肢】  

①現在、複式学級の対象となる学年がある  ②将来、複式学級の対象となる学年がある  

③現在、全ての学年で１学級となる     ④将来、全ての学年で１学級となる  

⑤現在、１学年１学級の学年がある        ⑥将来、１学年１学級があると予想される  

⑦その他  
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２  中学校  

(1) 中学校３年生生徒のアンケート結果  

 

 

①あなたは授業を受けていて、クラスの人数について、どのように感じていますか  

 

 

②授業でわからないことがある時に、先生が教えてくれる時間は充分にあります

か  

 

③あなたの学年のクラス数について、どのように感じていますか  

 

25

16

28

29

22

39

1

1

112

136

160

34

5

24

7

13

9

4

1

1

9

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

65

64

73

25

7

63

84

85

24

11

22

21

42

5

2

18

24

29

3

1

2

6

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

ある どちらかといえばある どちらでもない どちらかといえばない ない

64

11

14

39

25

26

5

1

66

142

161

29

18

30

15

5

1

3

4

8

15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

回答数  682 【内訳】１学級 21、２学級 57、３学級 235、４学級 199、  

５学級以上 170 
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④他の学年との交流は多いですか  

 

⑤学校行事の活気はありますか  

 

⑥自由時間の体育館や図書館は混んでいますか  

 

 

⑦あなたが希望するスポ少や部活はありましたか  

 

 

15

13

22

6

6

33

44

54

17

8

39

59

76

19

5

55

60

53

7

1

28

23

30

8

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

多い やや多い どちらでもない やや少ない 少ない

120

139

112

29

12

42

45

95

22

8

7

10

18

5

1

1

3

6

1

2

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

ある どちらかといえばある どちらでもない どちらかといえばない ない

26

20

47

3

1

74

78

65

17

4

46

65

60

16

5

16

25

33

11

8

8

11

30

10

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

混んでいる どちらかといえば混んでいる どちらでもない

どちらかといえば混んでいない 混んでいない

137

166

172

41

16

33

33

63

16

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

希望のスポ少や部活があった 希望のスポ少や部活がなかった
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⑧あなたにとって、学校生活を送る上で大事だと思うものを、次のうちから選んで

ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答計】  

 

[学校規模別 ] 

 

  

356

334

157

274

124

34

197

38

380

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

90

91

133

29

13

84

101

109

28

12

44

39

48

17

9

61

94

84

29

6

34

21

60

7

2

12

5

13

3

1

57

57

66

12

5

8

17

8

4

1

90

91

133

29

13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧  地域社会と連携できる環境      

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  
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(2) 高校１年生生徒のアンケート結果  

 

 

①あなたが卒業した当時の中学校の学級規模について感想を１つお選びください  

 

②個人として挑戦する機会  

 

③集団で挑戦する機会  

 

118

66

12

3

2

1

48

95

22

6

16

51

67

19

5

3

29

17

13

1

1

1

8

16

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

73

65

26

12

16

1

67

96

59

29

12

22

40

32

9

5

17

11

13

2

3

4

4

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

108

98

40

24

16

61

86

56

21

16

1

12

24

30

8

4

2

5

4

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

回答数  620 

回答数  620 

【内訳】複式１ ,１学級 36、２学級 53、３学級 131、４学級 216、５学級 183 
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④意見の合う友人  

 

⑤多様な出会いや取り組み  

 

⑥自分が経験したかったスポ少や委員会  

 

96

102

47

22

13

1

60

80

52

21

17

15

23

22

5

4

8

10

9

4

4

1

1

1

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

107

92

33

14

17

56

85

46

26

11

1

15

30

36

9

3

2

6

12

2

4

3

3

4

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

82

80

29

13

12

54

67

43

10

1

1

35

49

40

18

7

6

11

10

9

8

6

9

9

3

8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった
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⑦先生からの支援や指導  

 

⑧保護者や地域と連携した活動  

 

 

  

92

84

45

18

20

63

89

48

25

8

22

33

29

8

8

1

6

5

8

2

5

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった

32

40

15

8

9

76

59

28

21

12

50

78

58

14

11

17

23

25

5

3

1

8

16

5

5

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５学級以上

４学級

３学級

２学級

１学級

複式

多かった やや多かった どちらでもない やや少なかった 少なかった
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(3) 生徒保護者のアンケート結果  

 

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

120

230

33

47

35

5

128

31

179

3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

① 校舎・設備などの施設環境    

② 教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③ 学校の児童生徒数や学級数などの学校規模   

④ 児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤ タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥ 蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦ 社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧ 地域社会と連携できる環境    

⑨ 安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  

⑩ その他  

回答数  285 

「その他」記述内容  

・価値観を認めあい、できる事を伸ばす教育環境  

・受験のための教育ではなく、未来を考える教育  

・子どもが楽しいと思える環境  
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

247

97

120

49

69

53

22

71

13

1

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指導

を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる   

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材

でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことがで

きる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が展

開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と

連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成し

た学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学び合

う活動を充実させることができる    

⑩  未回答  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85

101

34

213

58

23

8

62

28

10

18

42

20

15

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない    

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習熟度別

指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範とな

る先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる    

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  
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④学校統合等を検討する必要があると考える状況について１つお選びください。

なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。  ※参考：法令で定める標

準規模「１学年あたり２～３学級（１学校あたり 12～ 18 学級）」 ※複式学級：児

童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成した学級  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤学校教育を進めるうえで望ましい「１学級あたりの児童生徒数」について１つお

選びください。  ※参考：岩手県の基準「１学級当たり 35 人」  

 

7

14

23

11

4

16

19

16

6

4

3

9

4

4

6

14

18

17

2

2

4

1

12

14

19

7

5

9

11

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

2

4

3

1

4

7

6

10

1

11

31

36

19

7

31

27

43

21

1

2

6

10

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

１学級あたり15人以下 １学級あたり16人から20人 １学級あたり21人から25人

１学級あたり26人から30人 １学級あたり30人以上

【選択肢】  

①現在、複式学級の対象となる学年がある  ②将来、複式学級の対象となる学年がある  

③現在、全ての学年で１学級となる     ④将来、全ての学年で１学級となる  

⑤現在、１学年１学級の学年がある        ⑥将来、１学年１学級があると予想される  

⑦その他  

「その他」記述内容  

・現状人数が多いため検討不要（ 13）  ・わからない（ 4）  ・特にない（ 4）  

・選択肢以外の条件（ 5）  

  【内訳】教育活動の支障が発生 (3)、老朽化にあわせて、複式学級が複数発生  

・その他意見 (3) 
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(4) 教職員のアンケート結果  

 

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

103

161

33

38

8

4

39

8

121

3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧  地域社会と連携できる環境    

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  

⑩  その他  

回答数  178 

「その他」記述内容  

・教育活動を行う上で適正な財源の確保  

・教職員の業務多忙の改善  

・ ICT 以外の十分な授業教材  
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

142

59

64

51

58

24

17

53

6

7

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる   

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材

でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことが

できる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と

連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成

した学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学

び合う活動を充実させることができる  

⑩  未回答  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62

84

43

68

24

13

8

44

30

12

13

32

19

4

7

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない    

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習熟度

別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範と

なる先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる    

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  

⑮  未回答  
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④学校教育を進めるうえで最も適切だと考える「１学年あたりの通常学級数」につ

いて、次の中から１つお選びください。  

 

 

⑤学校教育を進めるうえでもっとも適切だと考える「１学級あたりの児童生徒数」

について、次の中から１つお選びください。（小学校勤務の方は小学校、中学校勤

務の方は中学校として回答ください）  

 

  

2

2

2

6

2

4

21

17

37

23

6

11

22

17

1

1

2

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

１学年あたり１学級 １学年あたり２学級 １学年あたり３学級

１学年あたり４学級 １学年あたり５学級

1

3

3

7

6

1

13

22

28

19

5

17

13

25

3

6

3

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校５学級以上

中学校４学級

中学校３学級

中学校２学級

中学校１学級

１学級あたり15人以下 １学級あたり16人から20人 １学級あたり21人から25人

１学級あたり26人から30人 １学級あたり30人以上
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(5) 回答者別比較  

①子どもたちにとって、学校の教育環境で大事だと思われるものをお選びくださ

い。なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。（３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

生徒 356 334 157 274 124 34 197 38 356

生徒保護者 120 230 33 47 35 5 128 31 179

教職員 103 161 33 38 8 4 39 8 121

0

100

200

300

400

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生徒

生徒保護者

教職員

【中学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【選択肢】  

①  校舎・設備などの施設環境    

②  教職員の人数や指導方法などの指導環境  

③  学校の児童生徒数や学級数などの学校規模  

④  児童相互の頻繁な意見交換など学びあいの環境  

⑤  タブレットなど情報教育にかかわる ICT 環境  

⑥  蔵書や司書の配置など学校図書に関わる図書環境  

⑦  社会性や協調性を育む多様性のある環境  

⑧  地域社会と連携できる環境    

⑨  安全・安心な生活ができる学校・学級の環境  

回答数  

回答割合  
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②学級数が少ないことによる学校の運営上の「メリット」が大きいと思われる点を

お選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

保護者 247 97 120 49 69 53 22 71 13

教職員 142 59 64 51 58 24 17 53 6

0

100

200

300

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

教職員

【中学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【選択肢】  

①  一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かな指導が行いやすい  

②  意見や感想を発表できる機会が多くなる  

③  様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる  

④  運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える  

⑤  教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器や高価な機材

でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である  

⑥  異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことが

できる  

⑦  地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい  

⑧  児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域と

連携した効果的な生徒指導ができる  

⑨  複式学級（※児童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成

した学級）においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒が相互に学

び合う活動を充実させることができる  

回答数  

回答割合  
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③学級数が少ないことによる学校の運営上の「デメリット」が大きいと思われる点

をお選びください。（３つまで）※選択肢は文部科学省資料より抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

保護者 85 101 34 213 58 23 8 62 28 10 18 42 20 15

教職員 62 84 43 68 24 13 8 44 30 12 13 32 19 4

0

100

200

300

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

教職員

【中学校全体】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

【選択肢】  

①  クラス替えが全部又は一部の学年でできない  

②  クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない  

③  加配（都道府県等の申請を受け、国が教職員を追加する制度）なしには、習熟

度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい  

④  クラブ活動や部活動の種類が限定される  

⑤  運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる  

⑥  男女比の偏りが生じやすい  

⑦  上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる、学習や進路選択の模範

となる先輩の数が少なくなる  

⑧  体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる  

⑨  班活動やグループ分けに制約が生じる  

⑩  協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる  

⑪  教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる  

⑫  生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける  

⑬  児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる  

⑭  教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる  

回答数  

回答割合  
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④学校統合等を検討する必要があると考える状況について１つお選びください。

なお、選択肢にない場合は「その他」に記入ください。  ※参考：法令で定める標

準規模「１学年あたり２～３学級（１学校あたり 12～ 18 学級）」 ※複式学級：児

童生徒数が少ない場合に２つ以上の学年の児童生徒を一つに編成した学級  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

児童保護者 117 96 45 64 35 85 38

未就学児保護者 175 178 75 90 41 128 49

生徒保護者 59 57 24 55 9 52 29

0

100

200

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童保護者

未就学児保護者

生徒保護者

【合計】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

【選択肢】  

①現在、複式学級の対象となる学年がある  ②将来、複式学級の対象となる学年がある  

③現在、全ての学年で１学級となる     ④将来、全ての学年で１学級となる  

⑤現在、１学年１学級の学年がある        ⑥将来、１学年１学級があると予想される  

⑦その他  
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⑤学校教育を進めるうえでもっとも適切だと考える「１学級あたりの児童生徒数」

について、次の中から１つお選びください。  

 

 

 

  

15人以下 16~20人 21~25人 26~30人 30人以上

児童保護者 11 73 189 176 31

未就学児保護者 11 119 299 269 38

小学校教職員 14 105 134 28 1

生徒保護者 10 28 104 123 20

中学校教職員 1 20 87 64 6

0

100

200

300

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童保護者

未就学児保護者

小学校教職員

[小学校計]

生徒保護者

中学校教職員

[中学校計]

15人以下 16~20人 21~25人 26~30人 30人以上
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３  ご意見（自由記述）  

※小中学校児童生徒については自由記述欄を設けておりません  

(1) 高校生  

①回答数  

 「小中学校時代を振り返った時、あなたが卒業した学校の児童生徒数に関して、

よかったことや困ったことはありましたか。ご意見があればお聞かせください。」

という設問に対し、回答者数 620 名のうち 284 名から自由記述があった。   

 

【ワードクラウド】  

 

6

42

69

72

83

12

0

26

29

57

94

78

複式学級

１クラス

２クラス

３クラス

４クラス

５クラス以上

中学校時代 小学校時代

<注記 > 
ワードクラウド（ Word Cloud）とは、テキストデータを視覚的にわかりやす

く表現する方法の一つです。特定のテキストデータ内で頻繁に使用される単
語を視覚的に強調し、そのテキストでどういった単語がよく使われているの
かを直感的に捉えることができます。単語の出現頻度によってその単語のフ
ォントの大きさが変わり、よく使われている単語ほど大きく表示されます。  
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②  主な回答  

・部活が少なかった。人数が少なかった。ずっと一緒だから仲がめちゃよかった。

（小学校複式学級、中学校１クラス）  

・人数が少なすぎて種目が少なかっため運動会が午前中に終わる。入りたい部活が

なかった。（小学校複式学級、中学校２クラス）  

・人数がとても少なかったので様々な仕事を掛け持ちしていました。ですが今思う

ととてもいい経験になったと思っています。人数が少ないなりに大変なことも多

かったけど、それ以上に団結力とか絆があったので楽しい生活でした。（小学校

１クラス、中学校１クラス）  

・人数が少なかったのでみんな知っているし仲が良かったです。その分喧嘩などの

問題が生じるとすぐ周りに広まり当事者たちが解决しても周りに広まったまま

で大変そうでした。（小学校１クラス、中学校１クラス）  

・他の学校に比べて児童数、生徒数が少なかったので、先生と直接対面して学習し

たり相談したりしやすかった。人数が少ない分部活が少なかった。（小学校１ク

ラス、中学校３クラス）  

・小学校は児童の生徒数は少ないが、少ないからこそ接する機会がとても多く、全

員仲がとても良かった。中学校は大人数での取り組みがあり、自分の成長にも繋

がった。（小学校１クラス、中学校４クラス）  

・小学生のときは全校 50 人程度だったが、中学生のときは全校 600 人と 10 倍以

上になったのでなれるのが大変だった。（小学校１クラス、中学校５クラス）  

・良かった所は学年の枠を超えて交流することが出来た。障害への理解をしてくれ

ていた。（小学校２クラス、中学校２クラス）  

・小学校は人数がすくなかったため、名前を覚えやすいし学年全員と仲良くなる機

会があった。でも人数の割に挑戦の機会が少なく特定の人しか機会を与えられな

い事が多かった。中学校は人数がとても多かったけど、先生方は一人一人を見て

下さり、ためになる事が多かった。部活動も委員会も充実していた。（小学校２

クラス、中学校５クラス）  

・文化系統の部活が少なかった。小学校からそのまま持ち上がりで、全員同じメン

バーで中学時代を過ごしたので、新しい出会いが少なかった。（小学校３クラス、

中学校３クラス）  

・皆が協力して運動会や学習発表会、文化祭に取り組む姿がとてもよかった。体育

館は割り当てされていて違う学年の人と仲良くしあうのが良かった。困ることは

あまりなかった。（小学校３クラス、中学校４クラス）  

・人数が多いと感じたり、少ないと感じたりしなかったためみんなが仲良く楽しい

学校生活を送れたと思います。（小学校３クラス、中学校４クラス）  



43 

 

・小学校の人数が多かったので、休み時間に体育館を十分に使えなかった。小学校

から吹奏楽部や合唱部、陸上課外、水泳課外があってそれぞれやりたい事を楽し

んでいたと思う。（小学校４クラス、中学校４クラス）  

・多過ぎず、少な過ぎず、ちょうど良い児童生徒規模数でした。人数で、自分のし

たいことが、できなかった経験はありません。（小学校４クラス、中学校４クラ

ス）  

・皆、趣味や性格が色々で人間関係や友人関係について深く学べた、とても楽しい

日々で皆と別れたのが今思うと寂しいです。（小学校５クラス以上、中学校５ク

ラス以上）  

・学年の人数が多かったり、全校の人数が多いことで色々な人と出会えたり、コミ

ュニケーションを取ることができた。（小学校５クラス以上、中学校５クラス以

上）  

 

(2) 保護者  

①回答者数  

「未来を創る子どもたちにとって望ましい教育環境を整備するため、学校の規

模や配置に関してご意見があれば記入ください。(400 文字以内 )」という設問に対

し、回答者 1,531 名のうち 306 名（児童保護者 95 名、生徒保護者 43 名、未就学児

保護者 168 名）の自由記述があった。そのうち、「適正配置」に関連した自由記述

は 107 名であった。  

【ワードクラウド：「適正配置」に関連した自由記述のみ集計】  
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②適正配置に関する主な回答（個人の特定を防ぐため、属性は記載しておりません） 

・保護者ではなく子どもたちからの意見をもっと大事に聞いてあげたほうが良い

と思う。地域の皆さんや市役所さんや保護者の意見ではなく、子ども自身がどう

思っているか、どうなってほしいのか、子どもからの声を聞くべきだと思う。  

・学校の規模は小さくても良い。統合はしなくても良い。  

・現在住んでいる地域は、祖父母が近くに住み、地域の方々にも支えられて暮らし

ており、この地域に住み続けたいという気持ちがあるが、子どものことを考えた

時に、今住んでいる地域の学校で本当によいか、考えるところがあります。一番

は、やはり集団生活の経験をするには、人数が少ない、という事です。中学、高

校になり、少人数から大人数の中で生活する、その環境の変化に対応出来なくな

ってしまう事があるのではないかと考えます。小さい頃から集団で生活する経験

をしてほしいと思うので、正直、人数が少ない学校へ行く事に、少し前向きにな

れない気持ちもあります。しかし、そのような学校でも、定期的に近隣の学校と

の交流があったり、全ては難しくとも、行事に一緒に取り組むような機会があれ

ば、親としては嬉しいかなと思います。人数の少ない学校が置いてきぼりになら

ないような対策を考えていただけると嬉しいです。  

・生徒数が多すぎたり、少なすぎるのはどちらもメリットだけでなくデメリットも

増えてきてしまいます。マンモス校については先生、生徒の心的負担を考慮し分

散を、生徒数が明らかに少なく今後も生徒数が伸びることが想定されない場合は

統合を。過疎化していく地域では、学校統合などが検討されます。しかし、そこ

に OB・ OG の母校への思いが強くなり反対するということも多く見受けられるの

も事実。これからの子供達にとって生徒数が少なすぎる環境で成長することはの

びのびと穏やかに生活できる反面、高校以上の社会に出た時に色んな困難と沢山

向き合うことになってしまうと思います。ぜひ、 OB、 OG の方には母校への思い

だけでなく、将来を担う子供達に何が必要なのかいま一度考えて地域作りをして

いただきたいと思います。  

・正直小さい規模の学校に子どもを通わせるメリットはほぼないと思います。私の

友人も複式学級を、卒業しましたが、子供に同じ思いをさせたくないと、実家か

ら生徒数の多い学区へわざわざ引っ越しました。  

・児童数が少ない地域・学校の子たちの選択肢が少なくなる現状を改善してほしい。

小学校から合唱部や吹奏楽部に所属できる学校もあれば、中学校でもやりたい部

活が存在しない学校がある。  

・人数が多い、少ない、それぞれに良し悪しがある。一概に統合すれば良いとは思

わない。コストパフォーマンスを優先するより、子供に統合がもたらす影響をま

ずは調査すべき。このようなアンケートも調査結果など示すべきで、判断材料が
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乏しく回答しづらい。  

・少ない生徒数での教育は、授業や生活面など手厚く出来るが、限られた人間関係

になるのでそのメンバーでこじれてしまった場合、息苦しさを感じることもある。

各学年、クラス替えが出来るくらいの人数の規模があった方が良いと思う。  

・今後、生徒数の減少と教師の減少は避けられないメインシナリオとなるにあたっ

て、学校は統合しインターネットを使った学習を進めて頂きたいです。  

・学年１クラスだといじめ加害者と被害者がずっと同じ教室にいないといけなく

なる。いじめ被害者にとっては辛い学校生活になる。不登校や学級崩壊の原因と

なります。クラス替えの際でいじめ加害者と離すや、個人ではあまり問題なくと

も仲良し集団となると騒いだり授業妨害やいじめを働く様なやんちゃなグルー

プメンバーをクラス替え離す等の処置は必要だと思われる。６年、３年間同じク

ラスは問題ないクラスの場合はいいが、いじめや学級崩壊があるクラスには、大

人しい真面目に授業を受けたい生徒やいじめにあっている生徒には辛いものな

ので、そこに学校側は生徒や保護者の意見を取り入れてクラス替えをして欲しい

ので、最低限ひと学年２－３クラスは欲しいと思います。集団となると騒いでい

じめをするグループは離すが、逆に人見知りや友達が出来にくい子等はなるべく

仲良し話しやすい子と同じクラスにしてあげて学校に通える様にする配慮も必

要。  

・人数が少なくなっての統合ではなく、将来的な目線で計画してほしい。中学校の

部活で大会関係が人数不足で連合チームになっている部が多数あるので、小学校

より中学校の統合をしてほしい。  

・どのくらいの人数だったらいいのか具体的な数字は分からないのが正直なとこ

ろですが、学校規模が大きすぎても小さすぎても関われる人が限られてしまう。

まんべんなく全員と関われるような環境で学校生活を送ってほしい。  

・クラス替えはあったほうがいい。人間関係や環境の変化を学ぶいい機会にもなる

からクラス替えができる規模にしていく方がメリットがあると思う。  

・県立高校に教諭として勤務しています。前任校は学年 50名程度の規模でしたが、

クラブ活動でチームが成立せず、他校との合同チームでした。また、校内のクラ

スマッチなどもチーム編成ができず、十分な活動ができませんでした。大規模す

ぎる学校も苦労が絶えないとは思いますが、人数不足による弊害はそれよりも多

く感じました。ぜひ、小学校、中学校段階から人数制約を受けることのない教育

環境を整えるために、統合を進めていただきたいと考えます。  

・今後、子供の数は少なくなり、教員の数も少なくなっていく中で、学校を統合し

一つの場所にまとめて運営していく方が税金の面からみても合理的であると思

う。施設の維持管理コストや人件費を考えると一極にまとめていくことが望まし
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いと思います。  

(3) 教職員  

①回答者数  

「将来を担う子どもたちにとって望ましい教育環境を整備するため、学校の適

正規模・適正配置に関して、ご意見があればお聞かせください。 (400 文字以内 )」

という設問に対し、回答者 460 名のうち 147 名（小学校教職員 91 名、中学校教職

員 56 名）の自由記述があった。そのうち、「適正配置」に関連した自由記述は 37

名であった。  

【ワードクラウド：「適正配置」に関連した自由記述のみ集計】  

 

 

②適正配置に関する主な回答（個人の特定を防ぐため、属性は記載しておりません） 

・学級では、３０人くらい、学校でも３００人くらいは、生徒数が在籍している状

況が集団として学び合うには、望ましい環境と考えます。100 人規模の学校では、

もちろん良さもありますが、行事、部活動等厳しいと考えます。また、全ての教

科に講師ではなく、正採用の教諭が配置している状況が最低限必要と考えます。 

・学校の統廃合については、生徒数が減少している学区については一定の理解は得

られると思われるが、学校は地域の文化や地域づくりでも大切な役割を担ってき

ていることにも考慮して行っていただきたい。子どもは学校で育む学力や同一集

団で培う様々な力の他、地域から支えられ育てられていくという機能があると考

えますが、これを失うとき、これを補うため教師や教育行政の果たす役割と負担

が増すのではないかとも考えます。「地域の中の学校」は教育からも地域づくり

の視点からも大切と考えますので、慎重な協議を願うものです。  
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・少ない児童数の学級で問題行動を起こした児童がいた場合、心の傷を負う他の児

童が多くなる可能性がある。特定の児童の対応に担任がかかりきりになり、他児

童の勉強の遅れやメンタルダメージに気づけず学級崩壊した事例を目にした。20

名程度２学級であれば問題が起きた際にクラス替えでの対応、同学年担任間での

情報共有や協働が可能になると考える。教諭のメンタル疾患を減らせる可能性も

あるので検討していただきたい。  

・小規模校（複式）と大規模校（１学年３学級）を経験し、学級数が多いほうのメ

リットを強く感じました。そして、望ましい教育環境の整備の中に、教員の増加

を優先的に検討していただきたいです。様々な問題を抱える児童が多くいる中、

安全に学習するためにも教員の配置を増やしてほしいです。何らかの問題が生じ、

担任が教室を離れなければならないとき、残された児童の学習が滞ってしまいま

す。担任外の協力も得ますが、限界があります。補教に入れる担任外を増やすか、

低学年は２人体制で教員を配置してほしいです。  

・待ったなしの少子化の中、小規模校では今後ますます、人間関係の固定化や進学

時などの環境変化への不適応、「対話的な学び」の実施が難しい事などが予想さ

れ、適切な学校規模の維持は大切だと考えております。しかし、学校は地域の軸

として長年大切な存在となっていることから、感情的な軋轢を残さぬよう、PTA、

地域との合意形成を丁寧にする必要があると思います。  

・今後もさらに生徒数の減少が見込まれると思います。小規模の学校にはそれなり

のメリットはあると思いますが、大人になっても様々な人間関係の構築をしてい

かなければならないことを考えれば、一定数の規模は必要と考えます。将来を担

う子供たちの最善の利益を考えた適正規模、適正配置に努めていただきたいと思

います。  

・複式の学校を２校ほど経験しました。学校内や地域の環境はとてもよかったので

すが、１人だけ、または３～４人での学習時間も多々あり、ある程度の集団で学

んだ方がより成長できると感じることも多くありました。  

・学校規模に対する適正な学級数によって、子どもたちにとって望ましい教育環境

をつくることも大事だと思いますし、生徒数に対する教員の数を増やすこともよ

り大事なのではないのかなと感じます。  

・人数が少ないと高校や社会に出た時のギャップが大きく、他者とのかかわりに困

難を抱える生徒が多いように感じる。小学校から中学校まで人間関係が変わらず

に生活してきた生徒集団によりその困難さを抱える生徒が多いように感じる。ま

た、教職員についても４学級～５学級だと一学年に５教科の教員が配置されるた

め、時間割の組み方がシンプルであるが、３学級以下だと他学年にまたがる教員

も多いため、学年で何かするときの制限が生じることが多い。  
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・少子化が進む昨今、統廃合が県内各地で行われています。小規模校では味わうこ

とのできない行事であったり、環境下で学習を進められることに大きな魅力があ

る一方、学校までの道のりが遠くなり、登下校等の不安や、人間関係づくりの構

築の難しさ、多様性に対応する難しさなど、様々な障害があるのも現実として少

なくないと思われます。古き良き伝統も踏襲しつつ、時代の流れとともに、その

時代に合った教育も考えていかなければいけないと思います。  

 

４  まとめ  

本アンケート調査は、子ども達の意見を多く取り入れるため、小学６年生、中学

３年生に加え、市内高校１年生にも小中学校時代を振り返っての回答をいただき

ました。また、教職員や児童生徒の保護者に加え、将来学校に進学する未就学児の

保護者にも回答いただきました。多数の御意見、ありがとうございます。  

アンケートの回答全体のまとめは、下記のとおりです。なお、小数点第２位以下

を切り捨てしているため、合計が一致しない場合があります。  

 

(1) 教育環境で重視する点  

・教育環境で重視する点について、児童生徒は「①校舎・施設などの施設環境」「②

教職員の人数や指導方法などの指導環境」「④児童相互の頻繁な意見交換など学

びあいの環境」「⑨安全・安心な生活ができる学校・学級の環境」を選択する割

合が高かった。  

・全ての保護者や教職員は①②⑨を選択する割合が高かった。加えて、保護者は「⑦

社会性や協調性を育む多様性のある環境」を選択する割合が高かった。【 18、36

頁】  

 

(2) １学年あたりの通常学級数  

ア．小学校の通常学級数  

・１学年あたりの学級数について、現時点の感想として「少ない」「やや少ない」

と回答した児童は、「複式のある小学校の児童」で 87.5％、「 1 学級の小学校の

児童」で 52.9%であった。なお、現在通学している学校の学級数が多くも少なく

もない「どちらでもない」を回答する割合が最も高かったのは「３学級の小学校

の児童」で 54.2%であった。【３頁③】  

・高校生の小学校時代の感想について、「少なかった」「やや少なかった」と回答

した生徒は、「複式のある小学校を卒業した高校生」が 100%、「 1 学級の小学校
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を卒業した高校生」で 87.5%であった。なお、「どちらでもない」を回答する割

合が最も高かったのは「３学級の小学校を卒業した高校生」で、47.4%であった。

【６頁①】  

・最も適切だと考える学級数について、「２～３学級」と回答した教職員は 95.0％

であった。【 17 頁④】  

・学級数が少ないことによる学校の運営上のメリットは、保護者及び教職員とも

「①一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や

個別指導を含めたきめ細やかな指導が行いやすい」が多く、デメリットは保護者

は「④クラブ活動や部活動の種類が限定される」、教職員は「①クラス替えが全

部又は一部の学年でできない」が多かった。【 19、 20 頁】  

イ．中学校の通常学級数  

・１学年あたりの学級数について、現時点の感想として「少ない」「やや少ない」

と回答した生徒は、「 1 学級の中学校の生徒」で 95.2%、「２学級の中学校の生

徒」で 38.5%であった。なお、「どちらでもない」を回答する割合が最も高かっ

たのは「４学級の中学校の生徒」で、 68.3%であった。【 22 頁③】  

・高校生の中学校時代の感想について、「少なかった」「やや少なかった」と回答

した生徒は、「 1 学級の中学校を卒業した高校生」で 80.5%、「２学級の中学校

を卒業した高校生」47.1％であった。なお、「どちらでもない」を回答する割合

が最も高かったのは「３学級の中学校を卒業した高校生」で 51.1%であった。【 25

頁①】  

・最も適切だと考える学級数について、「３～４学級」と回答した教職員は 87.6％

であった。【 35 頁④】  

・学級数が少ないことによる学校の運営上のメリットは、保護者及び教職員とも

「①一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や

個別指導を含めたきめ細やかな指導が行いやすい」が多く、デメリットは保護者

は「④クラブ活動や部活動の種類が限定される」、教職員は「②クラス同士が切

磋琢磨する教育活動ができない」が多かった。【 37、 38 頁】  

 

(3) １学級あたりの児童生徒数  

ア．小学校の学級児童数  

・1 学級あたりの児童数について、現時点の感想として、「少ない」「やや少ない」

と回答した児童は、「複式のある小学校の児童」で 93.7%、「 1 学級の小学校の

児童」で 38.8%であった。なお、「どちらでもない」と回答する割合が最も高か

ったのは「２学級の小学校の児童」で、 58.1％であった。【３頁①】  
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・最も適切だと考える１学級当たりの児童数について、保護者の 76.7％が「 21～

30 人」を、教職員の 84.7%強が「 16～ 25 人」と回答した。【 21 頁⑤】  

イ．中学校の学級児童数  

・１学級あたりの生徒数について、現時点の感想として、「少ない」「やや少ない」

と回答した生徒は、「 1 学級の中学校の生徒」で 71.4%、「 2 学級の中学校の生

徒」で 38.5%であった。なお、「どちらでもない」と回答する割合が最も高かっ

たのは「４学級の中学校の生徒」で、 68.3％であった。【 22 頁①】  

・最も適切だと考える１学級当たりの生徒数について、「 21～ 30 人」と回答した

割合は、全ての保護者が 79.6％弱、小中学校の教職員が 84.8%であった。【 40 頁】  

 

(4) その他の学校生活  

ア．小学校児童【４頁④⑥⑦】  

・他の学年との交流について、「多い」「やや多い」と感じる割合は、クラス数の

増加に伴いおおむね減少している。  

・施設利用について、「混んでいる」と感じる割合は、４学級のある小学校で増加

している。  

・希望するスポ少や部活について、「ある」と感じる割合は、どの学級数も変わり

なく 60％程度であった。  

イ．中学校生徒【 23 頁④⑥⑦】  

・他の学年との交流について、「多い」「やや多い」と感じる割合は、クラス数の

増加に伴い減少している。  

・施設利用について、「混んでいる」と感じる割合は、クラス数の増加に伴い増加

しているものの、３学級の中学校で突出して多くなっている。  

・希望するスポ少や部活について、「ある」と感じる割合は、どの学級数も変わり

なく 70％を超えている。  

ウ．高校生徒【小学校時代：６頁②、中学校時代： 25～ 27 頁】  

・小学校時代に、個人で挑戦する機会や集団で挑戦する機会が「多かった」「やや

多かった」と回答する割合が、３学級の小学校で少なかった。  

・中学校時代に、個人で挑戦する機会や集団で挑戦する機会や多様な出会いや取り

組みが「多かった」「やや多かった」割合が、３学級の中学校で少なかった。  

・３学級の中学校では、すべての質問項目において「どちらでもない」の回答が多

かった。  
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(5) 学校統合等の検討が必要な状況  

・学校統合等を検討する必要があると考える状況について、「①現在、複式学級の

対象となる学年がある」「②将来、複式学級の対象となる学年がある」「③現在、

全ての学年で１学級となる」「④将来、全ての学年で１学級となる」「⑤現在、

１学年１学級の学年がある」「⑥将来、１学年１学級があると予想される」のい

ずれかを選択した割合は、合計で 92.3％であった。なお、その内訳は小学校及

び未就学児保護者で 92.8％、中学校で 89.8％であった。  

・全保護者合計の回答の内訳は、「複式学級」に関わる回答は 45.4%、「全ての学

年で１学級」に関わる回答が 23.5%、「１学年１学級」に関わる回答が 23.3%、

「その他」が 7.8%であった。  

・小学生保護者及び未就学児保護者の回答の内訳は、「複式学級」に関わる回答が

46.5％、「全ての学年で１学級」に関わる回答が 22.5％、「１学年１学級」に関

わる回答が 23.7％、「その他」が 7.1%であった。  

・中学生の保護者内訳は、「複式学級」に関わる回答が 40.7％、「全ての学年で１

学級」に関わる回答 27.7％、「１学年１学級」に関わる回答が 21.4％、「その

他」が 10.1%であった。【 39 頁】   
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